
第４学年

令和２年度和歌山県学習到達度調査 結果分析と指導のポイント（小学校国語）

「読むこと（文学的な文章）」に見られた課題
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正答率 ２５.７％

無解答率 １８.８％

マスター問題集 中学年㉑

チャレンジ確認シート 小３．４年
R２③１ H２８A⑥ H２７B③１
H２４A④ H２３A⑦

（２） 「内容の把握」

登場人物の行動を捉えた
上で，にている点を基に対
比関係をおさえる設問です。
例にある「三角の青いガラ
ス」と「三角に区切れた青い
海」が，「かもめ」や「わたる」
にとって何を意味しているの
かを考えながら，「とべな
かったかもめは，とべるよう
になった」，「ぶらんこに乗れ
なかったわたるは，ぶらんこ
に乗れるようになった」とい
うように物語全体を見通して
登場人物の行動を捉えるこ
とで，「かもめ」と「わたる」の
にている点が読み取れます。
「空にまい上がったかもめ」
に対して，正答例は、「大きく
ぶらんこをこいだ（わたる）」
です。
＜誤答例＞
●まっすぐ山をこえ，小さく
きえていった（わたる）
→×かもめの状態

●空を飛んでいる気持ちの
（わたる）
→×わたるの気持ち

文学的な文章を読むときは，物語全体を見通して，複数の叙述を基に行動や気持ちなど
を捉えることが重要です。また，登場人物を比較したり，物語の冒頭と終末の変容を比較し
たりすることで，登場人物の境遇や状況を把握することにもつながります。

「話すこと・聞くこと」に見られた課題
（１） 「話すこと」

「インタビュー（話す
こと）の進め方」を問う
設問です。４つの選択
肢から，当てはまらな
いものを１つ選ぶ問題
で，正答は選択肢１で
す。選択肢３を選んで
いる誤答が多く見られ
ましたが，正答の選択
肢１「どんな目的で調
べているのか」は，イ
ンタビューの中には含
まれていません。
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第４学年

チャレンジ確認シート
小３．４年 R２①２

情報を収集するときは，必要に応じて，本や
文章を読んだり，人に聞いたりしながら調べま
す。その際に，知りたいことを聞くためには，目
的を意識した聞き方や，話の構成を意識する
ことが大切です。
話すこと・聞くことの授業では，話し手は話す
内容が伝わるような話の構成を考え，聞き手
に効果的に伝わったのかを，また，聞き手は
聞きたいことを聞くことができたのか等を振り
返り，改善していくことが有効です。



第５学年

正答率 ２９.５％ 無解答率 ７.７％

「読むこと（説明的な文章）」に見られた課題（３） 「構造と内容の把握」
正答は「このような」ですが，「花の
色か形」や「色を手がか」などの誤答
が多く見られました。
＜誤答例＞
●「花の色か形」（９段落）→まだ実験
は続いており，問いに対する答え
として十分ではありません。また，
文中になります。

●「色を手がか」（１３段落）→正答の
一部を抜粋しています。問題文に
は「一文を」と書かれていますので，
文頭から書く必要があります。

説明的な文章を読むと
きは，はじめに文章の構
造を把握することが大切
です。文章全体を「はじめ
－中－終わり」に分け，段
落相互の関係に着目し，
叙述を基に正確に捉える
ことが重要です。今回の
問題は，「問い－答え」の
関係になっていることを押
さえた上で文章を読んで
いきます。ただ漠然と読む
のではなく，よりよく読むた
めにはどうすればよいか
を児童に意識させる授業
を展開しましょう。
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中： 問いに対する実験とその検証 はじめ終わり

国語マスター問題集 ５年⑨⑯⑰⑱

チャレンジ確認シート 小３．４年
H３０A③ H２９A③ H２７B②１ H２４A⑤

問いかけ

答え

（２） 「文章全体の構成や展開」
正答は「１，３，４」ですが，「１」だけを
選択した誤答や，「１，３」，「１，４」を選
択した誤答が多く見られました。

「書くこと（報告の文章）」に見られた課題 第５学年
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報告の文章等を書くときは，「はじめ-中-
終わり」といった文章全体の構成や展開を
意識し，相手に分かりやすく伝わるように工
夫することが大切です。また，具体的な数値
をグラフ等の図表で表し，文章と関連付けな
がら述べるとより効果的です。

チャレンジ確認シート
小５，６年 R２②１
H３０A②／B②１ 等

国語マスター問題集
中学年⑭／５年⑥⑦⑬

正答率
４０.０％
無解答率
１.５％

【３・４年生】
〈「C 読むこと」に関する指導事項〉

イ 登場人物の行動や気持ちなどに

ついて，叙述を基に捉えること。

①単元で身に付けさせたい指
導事項（資質・能力）を明確
にする。

「指導事項から授業をつくる」 授業を！
③評価は，指導事項（資質・
能力）が身に付いたときの
「めざす児童の姿」で見取る。

②言語活動を通して指導事
項（資質・能力）を身に付
けさせる。

指導事項を明確にし，言語活動を設定する。

〈言語活動例〉

イ 詩や物語などを読み，内容を説明したり，

考えたことなどを伝え合ったりする活動。

４年物語文
「場面と場面
のつながり
を考える」
単元の例

言語活動を行う。

この単元での
指導事項は，
これにしよう。

言語活動は，
文学的な文章だから
言語活動例のイを
参考にしよう。

叙述を基に登場人物の
気持ちを捉えられてい
ますね。理由も明確に
説明できていますね。

第一の場面で『・・・』（叙述），
第三の場面で『・・・』 （叙述）
と書いているので○○○と
いった気持ちだと思います。
理由は□□□と思うからです。


